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■調査の狙い

新規高卒就職者の３年以内の離職率は、相変わらず40％と高い。新入社員へ
のアンケートおよび企業へのアンケートを通じて、
①新入社員と企業（社員の思いを推測）の満足度傾向には“ずれ”は
ないのか？
②新入社員の早期離職の傾向とそれを防ごうとする企業の対応とは
どんなことなのか？
結果および得られる示唆を企業と学校にフィードバックし、双方の施策に反映して
もらう。

■調査の方法
神戸地域で平成29年、30年、31年の３年間に２年以上求人している企業
を対象に職種に偏りがなく一定数回答が確保できる考えで、３６０社を選択
し、同社に勤務されているであろう１３２９人に対しアンケートを送付し個別に
返信用封筒で回収した。

・アンケート送付日：令和2年９月１５日
・アンケート回収締め切り：令和２年１０月１６日
・アンケートは２種類：１．企業用アンケート（資料１）

２．新入社員用アンケート（資料２）



■アンケート回収結果（属性別回収数）

企業用アンケート回収数 １８8 社 （目標１８０社）
新入社員用アンケート回収数 ３３7  人 （目標 ５０人×６職種＝３００人）
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■調査結果の概要

１、新入社員と企業（社員の思いを推測）の満足度傾向には”ずれ”はない。
２、回答を返信してくれた新入社員の全体傾向は、満足度は高く、離職傾向は
低い。ただし、入社年が古い方が満足度は低く、離職傾向は高くなる。

３、企業の早期離職対策の中では「先輩の近くに配置」「定期的面談等」が比較
的効果あり。（結論１、２、３）

４、離職傾向と満足度には相関が認められるが、「事務」「生産」は他職種に比し
満足度の割に離職傾向が低い。（結論４）

５、職種別に満足度要因は２タイプに分かれる。建設・生産・技術Ｇと医療福
祉・販売サービス・事務Ｇ。前者は「仕事」が、後者は「人間関係の善し悪し」
が満足に寄与している。（結論５）

６、企業の「やむを得ず不採用にする人とは」はチームワークができる人かどうかを
見ている。（結論６）

７、新入社員の「やっておけば良かったこと」は「もっと勉強しておくべきだった」が最
も多い。また、そのコメントをしたグループが最も離職傾向が低く、前向きな反
省と推測できる。（結論７）



■結論１

新入社員と企業（社員の思いを推測）の満足度傾向には“ずれ”はないのか？
結論的に言うと全体では“ずれ”はないといえる。

①満足度傾向については、企業・社員共“まあまあ満足”が半分以上を占め、平均値は
ほぼ同じ。（図１）
②満足の要因については、企業・社員共“仕事”“人間関係”の順となっている。（図２）
③不満の要因としては、“労働条件”“仕事”の順となっている。（図３）

現在の労働条件が満足の要因にはなりにくいが、不満の要因にはなりやすいと言える。
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図１ ①満足度傾向 図２ ②満足の要因 図３ ③不満足の要因
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■結論２

今の仕事を続けたいか（離職傾向）について
「続けたい」「もう少し頑張る」を合わせて85％となり、今回の調査での全体の離職傾向は非常に低
いと言える。ただし、どういう人が返信するだろうかを考えた場合、離職傾向の強い人の方が返信す
る傾向は低いのではないかと推測され、データは実態よりもポジティブな方向に現れている可能性
は否定できない。

入社年別の満足度傾向・離職傾向について
上記のように全体としては不満足度も離職傾向も低いが、その中では入社年が古いほど、満足度
が低く、離職傾向が大きい。特に満足度は中央値が2.5なので2017以前の平均値は不満側に
近くなる。要因は不明だが、満足度は期待値に対する実績値であり、経年とともにいろいろな情報
も得て期待値が上がる割に実績が伴わないということも考えられるのではないか？
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■結論３
企業の早期離職対策と満足度・離職傾向との関係について
企業側の離職対策として「入社後研修でウォームアップ」「定期面談」「先輩の近くに配置」「入社前情
報提供」の順に多く、 「仕事」「人間関係」のリアリティショック（こんなはずじゃなかった）の低減に努
力されていることが伺える。
企業の早期離職対策とその企業の社員の満足度・離職傾向の関係については、施策ごとの効果に
は大きな差は見られない。しかしながら、「先輩の近くに配属」は、他施策に比し、満足度・離職軽減
両方に効果があると考えられる。また、「定期的面談等」は、他施策に比し離職軽減に効果があると
考えられる。

考察
社会経験の少ない高校生にとって、「個別に話しを聞いてくれ、話しがしやすい」場の提供が効果があ
るのかもしれない。そういう意味ではメンター制度の効果に期待したが、導入企業も少なく、周知され
ていないのかもしれない。
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図6 企業の早期離職対策 メンター制度とは
メンター（先輩社員）が行うメンティ
（新入社員）への成長支援行動
をメンタリングと呼びます。このメンタリ
ングには、情報提供、面談によるア
ドバイス、フィードバック、傾聴など
様々な形態がありますが、これを「制
度」として行う場合、「月１回60分
程度の面談を１年間行う」などのガ
イドラインを設けて実施します。多く
の場合、あまりテーマを絞り込まず
「なんでも相談できる関係」という位
置づけで自由に対話する、という運
用が多いようです。

188社中



■結論４

新入社員の満足度・離職傾向の職種別傾向と相談相手との関係
①離職傾向と満足度には、相関がある。満足度が低いほど離職傾向は強い。
ただし、“事務”と“生産”については、満足傾向が低い割に離職傾向が低く、仕事の安定度など違
う要因が寄与していると考える。（図8）

②相談相手から見ると、継続傾向のＧと離職傾向のＧに分類した場合、離職傾向Ｇは相談相手が
いない割合が大きく、会社関係（上司・先輩）の割合が少ない。（図9）
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■結論５

新入社員の職種別満足度と満足要因の傾向について
①前ページでも述べたが離職傾向と満足度には、相関がある。満足度の高い順に並べると建設・技
術・生産・医療福祉・販売サービス・事務となる。（図11）

②職種別満足度要因のグラフの形を見ると、技術・生産・建設のグループと事務・医療福祉・販売
サービスのグループの２つに分かれる。これは、満足度の高い上位３職種と下位３職種でもある。前
者Ｇは満足要因として仕事の割合が最も大きく、他の要因はそれより低く同じレベルで揃っている。
後者Ｇは仕事の割合も高いが、人間関係が最も高くなっている。今回の調査での満足度の相対的
に低い職種では人間関係の善し悪しが満足度に寄与している。また労働条件の選択にも差が見ら
れ、後者Ｇでは労働条件が、満足要因にあまり寄与していないといえる。（図11,12,13）
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■結論６（企業自由記述より）
やむを得ず不採用にする人とは？ 62
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図14 企業の不採用理由

分類方法：作成者が内容から４つに分類
意見は無作為抜粋

１．人間性に問題ありそうな人
チームで働くイメージが想像できない人。
真面目さが感じられない人。
不誠実さ、無責任な態度
常識な感覚を持ち合わせない人。→例）あいさつ、遅刻をしない、悪い事をしたら謝る、報告等
ルールを守れない等ルーズな方
自己中心的で協調性に欠け、人の話を聞く事に努められない人
言葉遣いが荒いなど社会人としての心構えが出来ていない人。

２．意欲の感じられない人
覇気がない
当社の事業やそこに関連する技術・知識に興味がないように見える人。自ら学ぶ姿勢の見られない人。
仕事に対する意欲を感じない方
きちんと毎日出勤出来るか不安な方
前向きでない人、意欲が感じられない人
消極的な人材。ネガティブシンキングの人材。
「この会社」で働きたい「この仕事」をしたいと感じられない方
働くこと、入社することに大きな意思を感じない人。（卒業したから次のステップにとりあえず進むという方）
意欲が見えない。反応が乏しいなど。

３．コミュニケーション能力が低い人
コミュニケーション力が著しく低い方（聴く、伝える）
コミュニケーションが普通に取れない人、人の話を聞けない（聞く姿勢が持てない）人。
コミュニケーション不足（自分の殻から出てこないタイプ）
挨拶の出来ない人。礼儀を知らなさ過ぎる人。
話の受け答えが出来ない方。
目（目の周囲）を見て話をできない生徒さん

４．仕事への適性能力に疑問のある人
当社での勤務に耐えることができるのかの点について不安を払拭できない方
学力（筆記試験）が一定の基準以下の方
勉強不足。精神的に弱く感じ、お客様に対する時に対応出来ないと感じた。プレッシャーで病気になることがありそうだ。
著しく成績が悪い、著しくコミュニケーションがとれない。
基礎学力が著しく低い、簡単な計算が出来ないなど

N=150

全ての仕事はチーム
ワークであり、これが
出来る人かどうかを見
ている！



■結論７（新入社員自由記述より）
在学中にやっておけばよかったと思うことは？

分類方法：作成者が内容から４つに分類
意見は無作為抜粋

１．もっと勉強しておくべきだった
資格を多く、取っておくべきだった。
専門知識とまではいかなくても、就く職業（分野）についてある程度の知識をつけておけばよかったです。
この会社で必要な資格を高校生のうちに取得したかった。
理数系がんばればよかった。
資格取得は、学生のうちにやっておいた方が良い（自由な時間が多いので勉強できる）
免許や資格を取っておけば良かったなと思いました。
専門的な知識を勉強すれば良かったと思います。

２．もっと情報収集しておくべきだった
給与・賞与にもっと気を付けて就職活動をすればよかった。
いろんな会社を調べて行っておけばよかった。
色々な職種のことを知ることです。
求人票の見方をもっと詳しく知って、求人票の中身をよく見てしっかりと選んでいければ良かったかなと思います。
近くの家賃相場を調べておけば良かったなと思います。徒歩圏内でないと単身手当が出ないのですが、そこに住もうと思うと貯金が難しい手取りだったので。
他の仕事に興味を持ち、どんな仕事があるのか調べておけば良かった。進路についてもっと考えておけばよかった。

３．日常から準備しておくべきだった
漢字の読みや敬語を詳しく知っておけば良かったです。
人の話を聞く力をつけること、先生等の話を寝ずに聞いておけばよかったと思う。
社会的知識と言葉（話す内容）の受け答えを勉強！！
ニュースを見る習慣をつけておきたかった。
正しい言葉の使い方を勉強しておけば良かったと思います。
学校を休まないこと。
言葉遣いをしっかり学生の時に身に付けておけば良かったと思いました。
人とのコミュニケーション。
漢字・敬語・礼儀の勉強

４．もっと行動すればよかった
職場見学を複数社しておけばよかった。
当時の高校の方針で行けなかったが、応募前見学で会社の雰囲気は知っておきたかった。
自分がもっと意欲的に行動すればよかったと思いました。
会社見学は何社か行くほうがいい。
一社しか見ず入社したので他社も見れば良かったなと思いました。
面接時の受け答えが自分はあまりうまくできなかったのでもっとシミュレーションしておけば良かったと思います。
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